
３
月

日
、
地
本
は
当
局
か
ら
「
令
和

25

」

２
年
度
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
事
業
予
定

に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
は
、
局
全
体
の
職
員
数
が

減
少
し
て
い
る
中
、
大
規
模
な
山
地
災
害

へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
膨
大
な
事
業
を
遂

行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
職
員
へ

。

の
負
担
は
増
え
る
一
方
と
な
っ
て
い
ま
す

、

、

地
本
で
は

事
業
予
定
の
説
明
を
受
け

３
月

日
に
「
令
和
２
年
度
事
業
予
定
に

27

係
わ
る
要
求
書
」
を
提
出
し
、
①
事
業
実

行
体
制
に
つ
い
て
、
管
理
職
員
等
に
よ
る

進
行
管
理
を
徹
底
し
、
特
定
の
職
員
の
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
、
②

事
業
運
営
経
費
に
つ
い
て
、
事
業
実
行
に

支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
具
体
的
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
な
ど
、

項
目
に
つ
い
て
申

11

し
入
れ
を
行
い
、
継
続
し
て
交
渉
を
行
っ

て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
事
業
予
定
に
対
す
る
要

求
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
事
業
収
入
関
連
】

収
入
は
、
総
額
１
４
８
５
百
万
円
（
対

前
年
度
比

％
：
前
年
度
当
初
予
定
に
対

106（

、

）
）

、

す
る
比
率

以
下

同
じ

が
計
上
さ
れ

そ
の
内
、
林
産
物
収
入
は
、
１
０
５
８
百

万
円
（
同

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
林

108

産
物
収
入
の
基
礎
と
な
る
収
穫
量
は
、

主要事業量 H31年度予定 対前年度比(%)
収穫量（千ｍ3） 1,024 199
更新面積（ha） 123 81
林道新設延⾧（km） 7.5 221
素材生産量（千ｍ3） 110 106

収穫量内訳（千m3） H31年度予定 対前年度比(%)
立木販売 210 2,333
製品生産資材（請負） 385 105
その他 429 311

計 1,024 199

造林事業（ha） H31年度予定 対前年度比(%)
更新 123 81
下刈 270 114
除伐 107 47
保育間伐 1,143 106

治山事業（百万円） H31年度予定 対前年度比(%)
国有林治山 2,296 135
民有林直轄治山 5,534 257
※対前年度比は実績との比較

万
立
方
㍍
（
同

％

、
生
産
量
は
、

）

103

101

11

万
立
方
㍍
（
同

％

、
立
木
販
売
は

万

）

103

17

立
方
㍍
（
同

％
）
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

80

す
。地

本
で
は
、
事
業
運
営
経
費
が
年
々
厳

し
く
な
る
中
で
、
立
木
販
売
の
推
進
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
木
材
価
格
の
低

迷
に
よ
り
、
多
く
の
主
間
伐
の
入
札
で
不

調
不
落
が
続
い
て
い
る
こ
と
や
、
今
年
度

か
ら
は
債
務
返
済
額
が

億
円
と
な
る
こ

200

と
か
ら
、
当
局
に
対
し
て
今
後
の
見
通
し

を
示
す
よ
う
厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。

【
事
業
運
営
経
費
関
連
】

事
業
運
営
経
費
に
つ
い
て
は
、
総
額
で

億
円
（
対
前
年
度
比

％
）
と
な
っ
て

107

90

い
ま
す
。
国
有
林
野
森
林
整
備
・
保
全
管

理
費
は

百
万
円
（
同

％

、
国
有
林
野

）

71

111

事
業
業
務
庁
費
は
、
４
８
３
百
万
円
（
同

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

92
地
本
で
は
、
職
員
の
労
働
条
件
に
係
わ

る
、
①
監
督
・
検
査
等
を
補
助
す
る
非
常

勤
職
員
の
配
置
、
②
森
林
事
務
所
支
所
廃

止
後
の
業
務
委
託
経
費
な
ど
は
前
年
度
並

み
の
予
算
を
確
保
さ
せ
た
も
の
の
、
人
手

不
足
に
よ
っ
て
、
収
穫
調
査
、
境
界
検
測

な
ど
の
業
務
を
職
員
で
実
行
せ
ざ
る
を
得

な
い
な
ど
、
署
等
の
負
担
軽
減
対
策
が
不

十
分
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
必
要
な
予

算
の
確
保
と
と
も
に
、
早
期
の
期
間
業
務

職
員
の
雇
用
促
進
な
ど
、
現
場
業
務
の
負

担
軽
減
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
る
よ
う
求

め
て
い
ま
す
。

◆

日
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

14
感
染
が
確
認
さ
れ
た
人
数
が
、
世
界
で
４

百
万
人
を
突
破
し
た
こ
と
が
、
米
ジ
ョ
ン

ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
集
計
で
明
ら
か

に
な
っ
た
。
死
者
は
全
体
で

万
７
千
人

27

に
上
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
症
の
被
害
が
最
も
大
き
い
の
は
ア
メ

リ
カ
で
、
感
染
が
確
認
さ
れ
た
人
の
四
分
の
一
、

死
者
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
日
本
国
内
で

の
感
染
者
は
１
万
６
０
７
９
人
で
、
亡
く
な
っ
た

方
は
６
８
７
人
と
な
っ
て
い
る
◆
一
方
で
、
４
月

７
日
に
７
都
府
県
、

日
に
全
国
に
拡
大
さ
れ
た

16

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り

「
新
規
感
染
者
数
は
減

、

少
傾
向
に
転
じ
る
と
い
う
一
定
の
成
果
」
が
確
認

さ
れ
て
い
る
が
、
殆
ど
の
専
門
家
が
「
長
丁
場
で

の
対
応
が
必
要
」
と
提
言
し
て
い
る

◆
こ
う
し

た
中
、
安
倍
首
相
は
５
月

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

14

イ
ル
ス
特
措
法
に
基
づ
き
全
都
道
府
県
に
発
令
し

た
緊
急
事
態
宣
言
を

県
で
解
除
す
る
と
表
明
し

39

た
。
８
都
道
府
県
の
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
は
、

日
を
め
ど
に
専
門
家
の
評
価
を
聞
い
た
上
で
、

21可
能
で
あ
れ
ば
解
除
す
る
考
え
を
示
し
た
。
◆
解

除
し
な
け
れ
ば
、
日
本
経
済
は
破
綻
す
る
と
い
う

意
見
も
あ
れ
ば
、
解
除
す
れ
ば
第
二
波
が
広
が
る

の
で
は
、
せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
収
束
し
て
き
た
の

に
と
の
意
見
も
あ
る
。
ま
た
、
感
染
者
や
自
粛
要

請
が
続
く
中
、
営
業
を
続
け
る
飲
食
店
へ
の
バ
ッ

シ
ン
グ
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
や

「
自
粛
は
強

、

制
で
は
な
い
の
だ
が
、
人
々
が
相
互
に
監
視
し
て

い
る
息
苦
し
い
社
会
に
な
っ
て
い
る

」
と
い
っ

。

。

、

た
意
見
が
あ
る
よ
う
だ

◆
は
じ
め
て
の
経
験
で

何
が
正
解
か
判
断
で
き
な
い
が
、
今
は
蔓
延
防
止

の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
大
切
な
と
き
で

。

、

。（

）

あ
る

油
断
せ
ず

で
き
る
こ
と
を
し
よ
う

吉
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令
和
２
年
度
事
業
予
定
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る

増
え
続
け
る
業
務
と
職
員
の
負
担
の
軽
減
策
、
実
行

段
階
で
の
問
題
点
の
検
証
を
当
局
に
強
く
求
め
る



事
業
実
行
体
制
】

【令
和
２
年
度
期
首
の
職
員
数
は
、
４
４
５

名
と
定
員
４
５
７
名
に
対
し
て

名
の
減

12

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

ポ
ス

84

ト
が
空
席
と
な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て

空
席
ポ
ス
ト
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
局
は
、
一
般
会
計
の
下
、
計
画
的
か

つ
効
率
的
に
事
業
を
進
め
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
が
、
事
業
量
の
増
加
に
よ
っ
て
厳

し
い
要
員
実
態
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
実

行
体
制
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
職
員
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
て
い
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

地
本
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て

要
員
の
確
保
、
抜
本
的
な
事
務
・
業
務
改

善
の
推
進
、
管
理
職
員
等
に
よ
る
業
務
の

進
行
管
理
の
徹
底
に
よ
り
特
定
の
者
に
負

担
が
集
中
し
な
い
よ
う
強
く
求
め
て
い
ま

す
。

地
本
で
は
、
２
月
に
開
催
さ
れ
た
第
16

回
中
央
委
員
会
の
運
動
方
針
に
基
づ
き
、

「
林
野
労
組
指
令
第
４
号
」
が
発
出
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
３
月
４
日
付
け
で
「
２

０
２
０
春
季
生
活
闘
争
の
展
開
に
つ
い
て

（
林
野
労
組
指
令
第
４
号
及
び
地
本
付
帯

指
示

」
を
発
出
し
ま
し
た
。

）
具
体
的
な
内
容
は
、
①
関
係
政
党
等
へ

の
要
請
行
動
、
②
令
和
２
年
度
事
業
予
定

に
係
る
交
渉
の
強
化
と
要
求
書
の
提
出
、

③
組
合
員
の
声
を
積
み
上
げ
た
職
場
交
渉

・
職
場
集
会
や
分
会
執
行
委
員
会
の
定
例

化
・
学
習
会
の
実
施
な
ど
、
組
合
員
の
団

結
強
化
と
組
織
態
勢
の
確
立
に
向
け
た
取

り
組
み
の
強
化
、
④
無
所
属
者
対
策
、
特

に
、
４
月
の
人
事
異
動
時
に
管
理
者
か
ら

組
合
員
ポ
ス
ト
へ
の
異
動
者
を
中
心
に
加

入
の
呼
び
か
け
を
行
う
、
⑤
今
年
度
新
規

採
用
者
等
の
全
員
加
入
へ
向
け
た
取
り
組

み
の
強
化
、
⑥
２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争

の
前
進
に
向
け
、
諸
行
動
へ
積
極
的
に
参

、

、

加
す
る

⑦
反
戦
・
平
和
へ
の
取
り
組
み

⑧
各
級
選
挙
に
お
け
る
推
薦
候
補
必
勝
へ

向
け
た
取
り
組
み
、
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。多

岐
に
わ
た
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
す

が
、
各
分
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
「
出
来

る
こ
と
か
ら
取
り
組
も
う
！
」
の
精
神
で

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
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林
野
労
組
指
令
第
４
号
発
出

地
本
付
帯
指
示
に
基
づ

き
、
２
０
２
０
春
季
生
活

闘
争
の
諸
行
動
を
展
開
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